






要約 

3 歳児健診における視力検査等眼科健診が実施されるようになったが、静岡県における実

施状況を調査して報告する。県下では各保健所とも健診現場への眼科医の派遣が困難であ

るため、アンケート及び家庭における視力検査の結果を保健所でチェックし、異常を疑う

例に精密健診票を発行して眼科専門医の診察を受けさせる方式によっているが、1991 年 4

月から 12 月までの 3歳児健診受診者 20472 名中精健票発行 285(1.4%)であった。県立こど

も病院に紹介された精密健診例は 0例であり、最終診断名は表に示したごとく多岐にわた

っていた。保健所における眼科健診実施上の問題点は、アンケート調査の家庭での実施率

が悪い。年齢が小さいため会場では検査できない、ランドルト環は 3歳 O月ではやや難し

い、精密健診までの期間が短い、受診券交付事務の簡素化が望まれる、などであった。 

なお、聴覚検査では精密健診票交付数 127/20472(0.6%)、実際の受診者は 46 件であった。

診断名は中耳炎、滲出性中耳炎が多かった。 


